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南地区囲碁クラブ（ 田勝美会長）が主催する第36
回南部地区囲碁大会が３月８日、地域活性化センター
で開催されましまた。
大会には村内外から、28人が参加。碁盤の上で熱い

戦いを繰り広げ、一日囲碁を楽しみました。
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昭和村に花火を上げる会（星野高章会長）主催
のウインターフェスティバル２００８が２月９
日、総合運動公園多目的グランドで行われました。
「子どもたちに夢と思い出を」を合い言葉に、

花火が打ち上げられてから、今年で14回目。
午後7時からは５,０００発の花火が打ち上げら

れ、雪の舞う会場が幻想的な光に包まれました。
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午後7時からは５,０００発の花火が打ち上げら

れ、雪の舞う会場が幻想的な光に包まれました。
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会
場
と
な
っ
た
総
合
運
動
公
園

多
目
的
グ
ラ
ン
ド
は
一
面
の
雪
。

一
年
ぶ
り
に
雪
上
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

雪
の
降
る
な
か
で
行
わ
れ
た
昼

の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
村
内
外
か
ら

親
子
や
カ
ッ
プ
ル
、
お
よ
そ
２,

０
０
０
人
が
来
場
。
子
ど
も
た
ち

は
寒
さ
な
ん
て
ど
こ
吹
く
風
。
ス

ノ
ー
チ
ュ
ー
ビ
ン
グ
や
雪
山
遊
び

を
満
喫
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場

で
は
温
か
い
豚
汁
や
甘
酒
な
ど
が

振
る
舞
わ
れ
、来
場
者
に
大
好
評
。

午
後
６
時
か
ら
は
音
楽
バ
ン
ド

『
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
』
が
登
場
。

イ
ベ
ン
ト
の
メ
ー
ン
と
な
る
花

火
は
、
午
後
７
時
か
ら
。

40
分
間
に
わ
た
り
打
ち
上
げ
ら

れ
た
花
火
が
、
雪
の
舞
う
冬
の
夜

空
を
幻
想
的
に
彩
り
ま
し
た
。

①一年ぶりの雪山に子ど
もたちは大喜び

②スリル満点!! スノー
チュービング

③うまくボールをキャッ
チできるか!?

④毎年恒例「ＹＡＳＵＫ
Ｉ」のバンド演奏

⑤会場でうしさんと遭遇
「モ～」びっくり!!
⑥雪の舞う夜空を彩った
花火 ，

①①①①①①①①①①①①①①①①①

③③③③③③③③③③③③③③③③③④④④④④④④④④④④④④④④④④

⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥

②②②②②②②②②②②②②②②②②
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国
の
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、

75
歳
以
上
の
皆
さ
ん
と
、
65
歳
か

ら
74
歳
ま
で
の
一
定
の
障
害
認
定

を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
（
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
を
希
望
す

る
場
合
）
は
、
現
在
加
入
さ
れ
て

い
る
国
民
健
康
保
険
や
被
用
者
保

険
か
ら
、
新
た
に
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に

加
入
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
は
、
村
か

ら
新
し
い
保
険
証
を
、
３
月
中
旬

ご
ろ
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
保
険

証
は
一
人
に
一
枚
交
付
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
医
療
機
関
に
か
か
る

場
合
、
保
険
証
の
ほ
か
に
老
人
医

療
受
給
者
証
の
提
示
が
必
要
で
し

た
が
、
４
月
か
ら
は
新
し
い
保
険

証
の
み
の
提
示
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
入
院
や
通
院
時
に
窓
口

で
支
払
う
自
己
負
担
の
割
合
は
今

ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
で

は
、
加
入
者
一
人
ひ
と
り
が
保
険

料
を
負
担
し
ま
す
。
全
員
が
等
し

く
負
担
す
る
（
均
等
割
）
額
と
、

所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
（
所
得

割
）
額
に
よ
り
計
算
さ
れ
ま
す

（
図
、
保
険
料
の
求
め
方
）。
ま
た
、

一
定
の
所
得
等
を
超
え
な
い
世
帯

の
人
に
は
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
（
表
、
均
等
割
額
の
軽
減
）。

保
険
料
の
納
め
方
は
、
原
則
と

し
て
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
る
、

特
別
徴
収
に
よ
り
納
め
ま
す
。

た
だ
し
、次
に
該
当
す
る
人
は
、

納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ
り
個
別

に
納
め
る
、
普
通
納
付
と
な
り
ま

す
。

①
年
金
が
年
額
18
万
円
を
超
え
な

い
人

②
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
合
算
額
が
年
金
受
給

額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
人

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
４
月
か
ら
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
天
引
き
）
さ
れ
ま
す
。

特
別
徴
収
の
開
始
に
あ
た
っ
て

は
、
４
月
上
旬
に
、
村
か
ら
「
特
別

徴
収
開
始
通
知
書
」
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
４
月
か
ら
半
年
間
、
保

険
料
の
支
払
い
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
10
月
か
ら
平
成
21
年
３
月

末
ま
で
は
、
保
険
料
の
所
得
割
は

課
せ
ら
れ
ず
、
均
等
割
も
９
割
軽

減
さ
れ
ま
す
。

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
務
局
お
問
い
合
わ
せ
専
用
電
話

1
０
５
７
０
―
０
０
２
２
９
９
、

ま
た
は
村
保
健
福
祉
課
保
険
係

1
２
４
―
５
１
１
１
（
内
線
27
）

新
し
い
保
険
証
は

３
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

新
し
い
保
険
証
は

３
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

新
し
い
保
険
証
は

３
月
中
旬
に
送
付
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ま
す

新
し
い
保
険
証
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月
中
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に
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付
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ま
す

新
し
い
保
険
証
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月
中
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付
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ま
す

新
し
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保
険
証
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月
中
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新
し
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保
険
証
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月
中
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し
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保
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月
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し
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保
険
証
は

３
月
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月
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保
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月
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新
し
い
保
険
証
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３
月
中
旬
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付
し
ま
す

新
し
い
保
険
証
は

３
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

新
し
い
保
険
証
は

３
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

保
険
料
は
加
入
者
一
人

ひ
と
り
が
負
担
し
ま
す

保
険
料
は
加
入
者
一
人

ひ
と
り
が
負
担
し
ま
す

保
険
料
は
加
入
者
一
人

ひ
と
り
が
負
担
し
ま
す

保
険
料
は
加
入
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一
人

ひ
と
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す

保
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加
入
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人
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す

保
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加
入
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す

保
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加
入
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す
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加
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す
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保
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加
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保
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加
入
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人
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保
険
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加
入
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一
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保
険
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は
加
入
者
一
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り
が
負
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ま
す

保
険
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原
則
と
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て

特
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収
に
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り
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収
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収
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収
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収
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収
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収
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収
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収
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険
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則
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て
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収
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ま
す

保
険
料
の
徴
収
は４

月
か
ら

保
険
料
の
徴
収
は４

月
か
ら

保
険
料
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収
は４

月
か
ら

保
険
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収
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月
か
ら
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収
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月
か
ら

保
険
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収
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月
か
ら
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収
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月
か
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険
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収
は４

月
か
ら
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険
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収
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月
か
ら
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険
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収
は４

月
か
ら

保
険
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収
は４

月
か
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険
料
の
徴
収
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月
か
ら

保
険
料
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収
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月
か
ら

保
険
料
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収
は４

月
か
ら

保
険
料
の
徴
収
は４

月
か
ら

保
険
料
の
徴
収
は４

月
か
ら

保
険
料
の
徴
収
は４

月
か
ら

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は

詳
し
い
お
問
い
合
わ
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は
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し
い
お
問
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わ
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い
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は
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問
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わ
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わ
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わ
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は

詳
し
い
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問
い
合
わ
せ
は

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は

詳
し
い
お
問
い
合
わ
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は

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は

４
月
か
ら
は

新
し
い
保
険
証
の
提
示
を

４
月
か
ら
は

新
し
い
保
険
証
の
提
示
を

４
月
か
ら
は

新
し
い
保
険
証
の
提
示
を

４
月
か
ら
は

新
し
い
保
険
証
の
提
示
を

４
月
か
ら
は

新
し
い
保
険
証
の
提
示
を

４
月
か
ら
は

新
し
い
保
険
証
の
提
示
を

４
月
か
ら
は

新
し
い
保
険
証
の
提
示
を

４
月
か
ら
は

新
し
い
保
険
証
の
提
示
を

４
月
か
ら
は

新
し
い
保
険
証
の
提
示
を

４
月
か
ら
は

新
し
い
保
険
証
の
提
示
を

４
月
か
ら
は

新
し
い
保
険
証
の
提
示
を

４
月
か
ら
は

新
し
い
保
険
証
の
提
示
を

４
月
か
ら
は

新
し
い
保
険
証
の
提
示
を

４
月
か
ら
は

新
し
い
保
険
証
の
提
示
を

４
月
か
ら
は

新
し
い
保
険
証
の
提
示
を

４
月
か
ら
は

新
し
い
保
険
証
の
提
示
を

４
月
か
ら
は

新
し
い
保
険
証
の
提
示
を

75
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
へ

保険料 ＝ ＋均等割額

39,600円

基礎控除後の所得額 × 総所得割率7.36％

所得割額

軽減割合

７割軽減 27,720円
基礎控除額（33万円）を超えな
い世帯

基礎控除額（33万円）＋24.5万
円×世帯の被保険者数（被保
険者である世帯主を除く。）を
超えない世帯

基礎控除額（33万円）＋35万円
×世帯の被保険者数を超えな
い世帯

19,800円

7,920円

５割軽減

２割軽減

軽減額 世帯の総所得金額等

（表）均等割額の軽減

保険料の求め方（図）

65
〜
74
歳
で
一
定
の
障
害
が
あ
る
み
な
さ
ん
へ
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医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
平
成

20
年
４
月
か
ら
入
院
や
通
院
の
自

己
負
担
を
２
割
と
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
21
年
３

月
ま
で
の
１
年
間
、
１
割
負
担
に

据
え
置
か
れ
ま
す
。

※
現
役
並
み
の
所
得
の
方
で
、
す

で
に
３
割
負
担
を
し
て
い
る
人
は

除
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
村
保
健
福
祉
課
保

険
係
　
1
２
４
―
５
１
１
１

（
内
線
27
）
ま
で
。

お 知 ら せ

窓
口
負
担
が
１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す

　

歳
〜

　

 

　
　
　
　
　

70

75

退職者医療制度の対象者が
65歳未満になります
会社などを退職して国民健康保

険に加入し、被用者年金（厚生年

金など）を受けている75歳未満

の人とその被扶養者は、退職者医

療制度で医療費の給付を受けてい

ますが、４月から、対象者が65

歳未満に引き下げられます。

※65歳になると、一般国民健康

保険の加入となります。

※退職被保険者本人が一般国民健

康保険の加入者になったら、被扶

養者も同様に、一般国民健康保険

の加入者となります。

詳しくは、村保健福祉課保険係

1２４―５１１１（内線27）まで。

75 歳
未 満

65 歳
未 満

予防接種を受けましょう予防接種を受けましょう予防接種を受けましょう予防接種を受けましょう予防接種を受けましょう予防接種を受けましょう予防接種を受けましょう予防接種を受けましょう予防接種を受けましょう予防接種を受けましょう予防接種を受けましょう予防接種を受けましょう予防接種を受けましょう予防接種を受けましょう予防接種を受けましょう予防接種を受けましょう予防接種を受けましょう
予防接種法の改正にともない、予防接種を受ける際には、保護者の同伴が必要にな

りました。そのため、これまで学校などで実施していた予防接種を、村保健センター
で実施します。
感染症の流行、健康被害を防ぐためにも、必ず予防接種を受けましょう。

ジフテリア・破傷風二種混合

麻しん（はしか）・風しん二種混合

■対象者
２期　小学６年生（平成８年４月２日～平成９年

４月１日生まれの人）
■予防接種の日程
４月２日（水）、８月６日（水）のどちらか１回

■場所及び時間
保健センター　午後１時15分～午後２時（※保

護者の同伴が必要）

平成19年に、10代・20代を中心として麻しん
（はしか）が大流行した事をうけて、平成20年から
24年までの５年間、中学生、高校生に対し麻しん
および風しんの予防接種をすることとなりました。
対象となる人はかならず予防接種を受けてくださ

い。
■対象者
３期　中学１年生（平成７年４月２日～平成８年

４月１日生まれの人）

４期　高校３年生に相当する年齢の人（平成２年
４月２日～平成３年４月１日生まれの人）

■予防接種の日程
３期 ４月２日（水）、８月６日（水）のどちらか１

回
４期 平成20年４月１日から平成21年３月31

日の間
■場所及び時間
３期 保健センター　午後１時15分～午後２時

（※保護者の同伴が必要）
４期 医療機関で直接接種してください

ジフテリア・破傷風二種混合、麻しん・風しん二
種混合の予防接種の対象者には、３月中旬に詳しい
通知とともに、予診表を配布します。
予診表は、予防接種を受ける際に必要となります

ので、忘れずにお持ちください。
■問い合わせ
保健福祉課健康係　1２４－５１１１（内線26）

予防接種を受ける際には予診表が必要です



地
域
住
民
な
ら
で
は
の
き
め
細
か
な
活
動
で
、
私
た
ち
の
生

活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
地
域
の
役
員
さ
ん
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
な
か
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
、

地
域
の
役
員
さ
ん
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
保
健
推
進
員
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

暮
ら
し
を
支
え
る

地
域
の
人
び
と
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保健推進員

保
健
推
進
員
を
ご
存
じ
で
す
か
。
保
健
推
進

員
は
、地
域
の
保
健
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

地
域
の
保
健
増
進
や
母
子
の
保
健
、
健
康
づ
く

り
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
、
村
と
連
携

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

村
長
よ
り
委
嘱
を
受
け
、
任
期
は
３
年
間
。

現
在
は
43
人
の
推
進
員
さ
ん
が
、
各
地
区
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

生
後
３
か
月
の
乳
児
の
い
る
家
庭
を
訪
問

し
、育
児
の
悩
み
や
不
安
の
相
談
を
受
け
た
り
、

子
育
て
支
援
の
情
報
を
提
供
し
た
り
す
る
「
こ

ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
」
事
業
の
実
施
の
ほ
か
、
乳

児
健
診
や
幼
児
健
診
の
受
け
付
け
を
行
っ
た

り
、
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、健
康
に
関
す
る
各
種
の
研
修
を
行
い
、

村
か
ら
の
情
報
を
各
家
庭
に
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

乳
幼
児
が
い
る
家
庭
や
妊
娠
中
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
、ふ
と
し
た
疑
問
や
不
安
は
つ
き
も
の
。

「
誰
に
相
談
し
た
ら
い
い
の
？
」
と
思
う
こ
と

も
多
々
あ
り
ま
す
。

保
健
推
進
員
は
、
そ
ん
な
疑
問
や
不
安
な
ど

の
相
談
を
受
け
た
り
、
行
政
の
情
報
を
地
域
の

人
た
ち
に
提
供
し
た
り
、
総
合
的
な
保
健
医
療

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
と
行
政

を
結
ぶ
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

「
こ
ん
に
ち
は
。
大
き
く
な
っ
た
ね
え
」

保
健
セ
ン
タ
ー
で
乳
児
健
診
の
受
け
付
け
を

す
る
青
木
初
江
さ
ん
と
保
坂
隆
子
さ
ん
。
健
診

に
訪
れ
た
乳
児
の
お
母
さ
ん
に
笑
顔
で
話
し
か

け
ま
す
。

「
ち
ょ
っ
と
人
数
が
少
な
い
か
し
ら
」
こ
の

日
は
人
数
が
予
定
よ
り
少
な
か
っ
た
の
で
、

少
々
心
配
気
味
。

健
診
の
受
け
付
け
は
、
保
健
推
進
員
さ
ん
が

持
ち
回
り
で
行
っ
て
お
り
、
当
番
は
年
に
２
回

く
ら
い
。「
子
ど
も
た
ち
に
会
え
る
の
が
楽
し

み
な
ん
で
す
」
と
青
木
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

二
人
は
こ
の
ほ
か
、
健
診
の
合
間
に
お
母
さ

ん
と
会
話
を
交
わ
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
と
遊

ん
だ
り
し
て
、役
割
り
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

「
ま
あ
か
わ
い
い
!!
」

茂
野
み
ゆ
き
さ
ん(

大
河
原)

の
お
宅
を
訪
問

し
た
横
坂
さ
ん
は
、
み
ゆ
き
さ
ん
の
長
男
、
優ゆ

う

陽び

君
と
の
ご
対
面
に
思
わ
ず
一
言
。

「
初
め
て
の
男
の
子
で
、
子
育
て
が
大
変
じ

ゃ
な
い
？
」
と
、
横
坂
さ
ん
が
子
育
て
の
苦
労

を
尋
ね
る
と
、
茂
野
さ
ん
は
「
二
人
の
お
姉
ち

ゃ
ん
が
よ
く
面
倒
を
み
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
」

と
ニ
ッ
コ
リ
。
お
よ
そ
一
時
間
に
わ
た
っ
て
子

育
て
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

訪
問
後
、
横
坂
さ
ん
は
「
自
分
も
子
育
て
経

験
者
。
知
識
や
経
験
が
、
少
し
で
も
役
に
立
て

ば
と
て
も
う
れ
し
い
事
で
す
ね
。」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

『
保
健
推
進
員
』
を
ご
存
じ
で
す
か
？

母
子
保
健
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す

地
域
と
行
政
と
を
結
ぶ

大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す

あ
る
日
の
保
健
推
進
員
さ
ん

保
健
推
進
員横

坂
　
秀
子
さ
ん
（
大
河
原
）

保
健
推
進
員

青
木
初
江
さ
ん（
鎌
沢
）・
保
坂
隆
子
さ
ん（
鎌
沢
）

77777777777777777

茂野さん宅で優陽君に語りかける横坂さん

赤ちゃんとふれあう青木さん（中央）と保坂さん（右）
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１
月
〜
２
月

金
崎
正
幸
さ
ん
（
赤
谷
）
が

２
月
６
日
、「
多
く
の
人
に
利

用
し
て
ほ
し
い
」
と
車
イ
ス
１

台
を
村
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
金
崎
さ
ん
が
ケ
ガ

を
さ
れ
、「
役
場
に
車
い
す
が

あ
る
と
便
利
」
と
思
い
つ
い
た

こ
と
が
き
っ
か
け
。

役
場
を
訪
れ
た
娘
さ
ん
の
金

崎
恵
美
さ
ん
（
赤
谷
）
は
、

「
利
用
し
や
す
い
よ
う
、
目
に

付
く
所
に
置
い
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
寄
贈
さ
れ
た
車
イ
ス

は
、
役
場
玄
関
に
設
置
し
ま
し

た
。
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
遠
慮
無
く
近
く
の
職
員
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

寄贈に役場を訪れた金崎恵美さん

金
崎
正
幸
さ
ん
が

車
イ
ス
を
寄
贈

利
根
沼
田
地
区
学
校
警
察
連
絡
協
議
会
に
よ

る
平
成
19
年
度
優
良
児
童
生
徒
表
彰
式
が
２
月

15
日
、
沼
田
警
察
署
５
階
大
会
議
で
行
わ
れ
、

村
か
ら
昭
和
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
と
南
小
６
年

生
の
関
上
亜
衣
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
同
協
議
会
が
、「
広
く
青
少
年
の
範

と
す
べ
き
児
童
生
徒
の
行
為
を
顕
彰
し
て
利
根

沼
田
地
区
の
青
少
年
の
健
全
育
成
に
資
す
る
」

こ
と
を
目
的
に
、
優
良
団
体
や
児
童
生
徒
の
表

彰
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
昭
和
中
学
校
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
部
は
部
活
動
だ
け
で
な
く
、
村
の
行

事
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
演
奏
や
、
秋
の
夕
べ
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
の
地
域
活
動
が
、
南
小
学
校
６
年

生
の
関
上
亜
衣
さ
ん(

宮
貝
戸)

は
家
族
へ
の
慈

し
み
や
尊
敬
の
心
を
つ
づ
っ
た
作
文
が
、
そ
れ

ぞ
れ
評
価
さ
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

優
良
児
童
生
徒
を
表
彰

表彰状を受け取る関上亜衣さん(南小６年)

大だこを揚げるため元気よく走り回る子どもたち

大
河
原
小
学
校
で
は
２
月
16
日
、
学
校
行
事

「
ふ
れ
あ
い
の
日
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
初
め
て
と
な
る
連
だ
こ
・
大
だ
こ
作
り
に
、

親
子
で
挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
河
原
区
長
で
「
昭
和
凧
の
会
」

の
会
長
を
し
て
い
る
石
井
金
治
さ
ん
か
ら
「
何

か
協
力
で
き
る
事
が
あ
れ
ば
」
と
の
提
案
に
よ

り
実
現
。
同
会
か
ら
石
井
さ
ん
を
は
じ
め
、
大

河
原
地
区
在
住
の
石
井
好
美
さ
ん
、
高
橋
富
士

雄
さ
ん
の
三
人
が
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

午
後
に
は
、
完
成
し
た
連
だ
こ
・
大
だ
こ
揚

げ
に
挑
戦
。
校
庭
に
繰
り
出
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
空
高
く
た
こ
を
揚
げ
る
た
め
、
雪
の
上
を

元
気
よ
く
走
り
回
り
、
見
事
た
こ
が
揚
が
る
と

「
や
っ
た
ー
!!
」
と
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
た
こ
揚
げ
の
後
に
は
ダ
チ
ョ
ウ
の
卵

が
振
る
舞
わ
れ
る
な
ど
、
親
子
で
一
日
を
楽
し

み
ま
し
た
。

親
子
で
た
こ
づ
く
り
に
挑
戦

「昭和凧の会」がたこづくりを指導

ダチョウの卵の大きさにビックリ!!昭和中ブラスバンド部は阿部和部長が出席

11月に行われた秋の夕べコンサート



9

第
14
回
昭
和
村
生
涯
学
習
大
会
が
２
月
23

日
、
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
お

よ
そ
３
２
０
人
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

第
１
部
の
生
涯
学
習
発
表
で
は
、
南
小
学
校

子
ど
も
教
室
安
全
管
理
員
の
青
木
み
ず
き
さ
ん

（
森
下
中
）、
飯
塚
伸
子
さ
ん
（
入
沢
）
が
活
動

事
例
を
発
表
。

続
い
て
行
わ
れ
た
第
２
部
の
人
権
講
座
で

は
、
テ
レ
ビ
番
組
「
笑

し
ょ
う

点て
ん

」
で
お
な
じ
み
の

三さ
ん

遊ゆ
う

亭て
い

小こ

遊ゆ
う

三ざ

師
匠
が
登
場
。「
つ
ら
い
下
積

み
時
代
も
気
構
え
ひ
と
つ
」
と
題
し
て
お
よ
そ

１
時
間
半
に
わ
た
り
講
演
し
ま
し
た
。

「
小
学
生
の
時
、
普
段
笑
わ
な
か
っ
た
父
が

落
語
を
聞
い
て
笑
っ
た
。
そ
こ
か
ら
落
語
に
興

味
を
持
っ
た
」
と
、
落
語
と
の
出
会
い
や
下
積

み
時
代
の
苦
労
話
、「
笑
点
」
で
の
裏
話
な
ど
、

軽
快
な
口
調
と
笑
い
を
交
え
た
講
演
に
、
会
場

か
ら
は
笑
い
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

軽快な口調で講演する三遊亭小遊三さん

見事最優秀賞に選ばれた加藤悠介君

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
な
ど
が
主
催

す
る
「
第
18
回
国
民
健
康
保
険
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
審
査
が
１
月
29
日
に
行
わ
れ
、
中

学
生
の
部
で
昭
和
中
学
校
１
年
生
の
加
藤
悠
介

君
（
追
分
）
が
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で

つ
く
る
」
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
、
県
内
の
小
中
学
校
か
ら
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
。
村
内
の
小
中

学
校
か
ら
は
、
計
２
５
１
点
の
ポ
ス
タ
ー
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
入
選
者
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）

…
小
学
校
低
学
年
の
部
　
▼
優
良
賞

竹
部
桃

佳
（
南
小
）、
保
坂
ま
ゆ
（
大
河
原
小
）、
綿
貫

彬
彦
（
大
河
原
小
）
、
小
学
校
高
学
年
の
部

▼
優
秀
賞

倉
澤
保
（
南
小
）
、
▼
優
良
賞

真
下
麗
奈
（
南
小
）、
中
学
生
の
部

▼
優
良

賞

竹
内
祐
太
、
諸
田
翼
、
兵
藤
聡
子

健
康
ポ
ス
タ
ー
で
加
藤
君
が
最
優
秀
賞
に

軽
快
な
語
り
口
で
下
積
み
時
代
を
語
る

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

に
よ
り
、
貝
野
瀬
地
内
（
中
野

地
区
）
の
主
要
村
道
永
井
中
野

線
（
大
規
模
農
道
）
で
、
お
よ

そ
500
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
舗
装

工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
交
付
金
は
、
水
力
発
電
施

設
の
設
置
に
よ
る
周
辺
地
域
へ

の
影
響
緩
和
を
目
的
に
交
付
さ

れ
、
村
で
は
伏
田
発
電
所
な
ど

が
設
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
交

付
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

加藤君の応募作品

舗装工事が行われた村道永井中野線

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
で

道
路
を
補
修

事例発表する青木さん(右)と飯塚さん(左)

小遊三師匠の講演で会場は笑いの渦に

訂
正
と
お
詫
び

広
報
し
ょ
う
わ
２
月
号
P7
掲
載
の
ニ
ュ

ー
ス
フ
ラ
ッ
シ
ュ
記
事
「
新
た
な
年
を
共

に
祝
う
」
中
に
「
キ
ヤ
ノ
ン
電
子
㈱
橋
元

部
長
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
正
し
く
は

「
キ
ヤ
ノ
ン
電
子
㈱
橋
元
取
締
役
Ｌ
Ｂ
Ｐ

事
業
部
長
」
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。



新婚さん、金婚を迎えたご
夫妻の登場者を募集していま
す。自薦・他薦は問いません。
皆さんどしどしご応募くださ
い。【問い合わせ】役場企画
課広報統計係1２４－５１１
１（内線３２）
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「
と
に
か
く
体
が
一
番
大

事
」と
語
る
星
野
和
拾
さ
ん
、

春
海
さ
ん
ご
夫
妻
。
円
満
の

秘
訣
は
「
二
人
と
も
健
康
で

い
る
事
」
で
、
和
拾
さ
ん
は

「
丈
夫
じ
ゃ
な
い
と
お
互
い

ケ
ン
カ
も
で
き
な
い
」
と
笑

い
ま
す
。

農
業
を
営
ん
で
い
た
お
二

人
は
、
主
に
稲
作
を
行
い
、

白
菜
や
え
だ
ま
め
な
ど
も
栽

培
。
農
協
に
出
荷
し
て
い
た

そ
う
で
す
。
冬
に
な
れ
ば
、

和
拾
さ
ん
は
東
京
に
出
稼
ぎ

に
。
電
線
の
配
線
関
係
の
工

事
現
場
で
、
時
に
は
「
正
月

も
帰
れ
な
い
ほ
ど
忙
し
か
っ

た
」
と
か
。

和
拾
さ
ん
が
留
守
の
間
、

春
海
さ
ん
は
内
職
仕
事
を
さ

れ
、「
子
ど
も
４
人
の
面
倒

を
見
な
が
ら
で
大
変
だ
っ
た
」

と
言
い
ま
す
。

そ
ん
な
仕
事
熱
心
な
お
二

人
は
、
和
拾
さ
ん
が
70
歳
に

な
る
ま
で
農
業
を
続
け
ら

れ
、
現
在
は
長
男
ご
夫
妻
と

同
居
、「
気
ま
ま
な
隠
居
生

活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
」
と

ニ
ッ
コ
リ
。

と
て
も
元
気
な
お
二
人

に
、
健
康
の
秘
訣
に
つ
い
て

聞
い
て
み
る
と「
よ
く
食
べ
、

よ
く
話
し
、よ
く
笑
う
こ
と
」

と
和
拾
さ
ん
。
近
所
に
遊
び

に
出
歩
く
の
が
楽
し
み
だ
と

か
。
春
海
さ
ん
は
「
無
理
を

し
な
い
事
も
大
切
」
と
言
い

ま
す
。
今
後
は
、「
二
人
で

ゆ
っ
く
り
温
泉
に
で
も
行
け

れ
ば
最
高
だ
ね
」
と
笑
い
な

が
ら
語
る
和
拾
さ
ん
、
春
海

さ
ん
ご
夫
妻
。
い
つ
ま
で
も

健
康
で
お
幸
せ
に
。星

ほし

野
の

和
わ

拾
じゅう

さん (79歳)
春
はる

海
み

さん (81歳)
・宮貝戸

「
よ
く
食
べ
、
よ
く
話
し
、
よ
く
笑
う
」（昭和33年３月12日入籍）

いきいきサークル

コーラス・アンダンテ
代　表／堤　泰洋・新木　邦江

名前を「コーラス・アンダンテ」と言います。現

在、創立メンバーを募集しています。

健康維持、若返り、ストレス解消の為に、楽しい

コーラスをはじめてみませんか?

曲はジャンルを問わず、みんなで楽しく歌いたい

と思っています。

男性・初心者の方、大歓迎です。

毎月第１、第３水曜日の午後８時から１０時まで

村公民館で練習します。興味のある方は、ぜひ一度

見に来てください。

入会を希望される方は、村教育委員会事務局（1

２４－５１２０）まで。

コーラスサークル
メンバー募集!!

55
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フ
ッ
ト
サ
ル

ヤ
ー
マ
ン
!!

僕
は
レ
ゲ
エ
が
大
好
き
で
す
。
レ
ゲ
エ
は
生
活

に
欠
か
す
事
の
で
き
な
い
存
在
で
す
。
で
も
、
そ
ん
な
レ
ゲ
エ
よ

り
も
大
好
き
で
、
欠
か
す
事
の
で
き
な
い
事
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
「
フ
ッ
ト
サ
ル
!!
」

フ
ッ
ト
サ
ル
と
の
出
会
い
は
５
年
前
。
元
々
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ

て
い
た
せ
い
か
、
僕
は
あ
っ
と
い
う
間
に
、
フ
ッ
ト
サ
ル
の
と
り

こ
に
な
り
ま
し
た
。

フ
ッ
ト
サ
ル
は
サ
ッ
カ
ー
と
違
い
、
５
人
で
試
合
を
す
る
た
め
、

ボ
ー
ル
を
触
る
回
数
が
多
い
な
ど
、
は
ま
る
要
素
が
バ
ッ
チ
リ
あ

り
ま
し
た
。

そ
し
て
何
よ
り
フ
ッ
ト
サ
ル
に
は
ま
っ
た
理
由
…
そ
れ
は
、
仲

間
で
す
。
大
切
な
仲
間
に
出
会
え
た
か
ら
今
ま
で
続
け
て
こ
れ
ら

れ
た
し
、
大
好
き
に
な
れ
ま
し
た
。
大
切
な
仲
間
、
支
え
て
く
れ

た
家
族
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
練
習
を
積
ん
で
技
術
向
上
に
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。◇

　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

次
回
の
登
場
者
は
、
林
は
や
し

克か
つ

彦ひ
こ

さ
ん
（
22
歳
・
中
野
下
）
で
す
。

保育園からの同級生で、今でも一緒によく遊ぶ友達
です。
現在は、葬儀屋さんの運転手として活躍中。すっか
り丸くなったなぁ･･･。
これからも、お互い頑張るべぇ!!

春到来。梅が一輪咲きました。
（永井地区、関越自動車道永井川橋下）

金
かね

子
こ

祐
ゆう

介
すけ

さん

(23歳・追分)

み
ち
草
ギ
ャ
ラ
リ
ー

み
ち
草
ギ
ャ
ラ
リ
ー

見
事
当
選
!!

初
め
て
ク
イ
ズ
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

結
果
み
ご
と
当
選
で
喜
ん
で

お
り
ま
す
。
老
後
の
楽
し
み
に

な
り
そ
う
で
す
。

（
Ｔ
・
Ｍ
）

■
当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
初
応
募
で
初
当
選
、
な
か

な
か
の
強
運
を
お
持
ち
で
す

ね
。
ク
イ
ズ
の
応
募
に
年
齢
な

ん
て
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
も
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

広
報
統
計
係

着
物わ

た
し
は
き
も
の
が
だ
い
す

き
で
す
。

は
や
く
き
た
い
で
す
。

（
Ｎ
・
Ａ
）

■
１
月
13
日
に
行
わ
れ
た
成
人

式
で
は
、
袴
姿
の
男
性
や
色
と

り
ど
り
の
振
り
袖
で
着
飾
っ
た

女
性
の
皆
さ
ん
が
、
と
て
も
華

や
か
で
し
た
。

着
物
は
、
身
に
つ
け
た
人
の

心
も
体
も
ピ
ン
と
伸
ば
し
て
、

少
し
大
人
に
さ
せ
て
く
れ
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

成
人
式
で
着
物
を
着
る
の
が

今
か
ら
楽
し
み
で
す
ね
。

広
報
統
計
係

イ
ラ
ス
ト

.

みなさんからの
お便りを

お待ちしてます。

（K.Y）
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日本スポーツ少年団顕彰事業表彰状伝達式が２月23日、県総合

スポーツセンターで行われ、村スポーツ少年団が日本スポーツ少

年団より表彰されました。

発足から34年目を迎える村スポーツ少年団では、スポーツの振

興だけでなく、清掃活動などの社会活動の取り組みにより子ども

たちの心身の健全な育成を目指しています。表彰の報告に訪れた石井泰秋村スポーツ少年団本部長

村スポーツ少年団が表彰される

村体育協会主催のスキー教室とスキー大会が２月２日、

かたしな高原スキー場で開催されました。

午前中にはスキー教室が行われ54人が参加。午後に行

われたスキー大会では、40人が参加し、練習の成果を競

い合い、一日中真っ白なゲレンデでスキーを楽しみました。

～大会結果（申告タイム制）～（敬称略）

▼小学生低学年女子の部 優勝：真下あかね、▼小学生低

学年男子の部 優勝：加藤勇人、▼小学生高学年女子の部

優勝：金井夕希菜、▼小学生高学年男子の部 優勝：加藤

亮輔、▼一般女子の部 優勝：真下千恵子

真っ白なゲレンデでスキー楽しむ

婦人会（遠藤初代会長）主催による婦人会研修会が２月18日、公民
館多目的ホールで行われ、およそ100人の会員らが参加しました。
研修会は、群馬大学教育学部教授の山西哲朗先生を招き、「脳力づ

くりとしての運動スポーツ」と題した健康講座が行われました。
山西先生は、ユーモラスな話を交え、実際に体を動かしながら元気

な体づくりについて講演。婦人会員らは「体を動かすと気持ちよくな
る。そうすると元気になる。この循環が大切」と言う山西先生の話に
耳を傾けていました。

体を動かしながら行われた健康講座

健康講習会で気持ちよく元気に

スキー教室に参加した子どもたち

石井達雄さん（上内出）が自宅屋根裏で大

きなスズメバチの巣を発見しました。

去年の５月ごろから屋根裏の通気口にスズ

メバチが出入りしているのを発見。もしやと

思い屋根裏に上ってみると、なんと高さ65

㎝、直径およそ50㎝の大きなつぼ状のスズ

メバチの巣が。

10月に親バチを駆除し、現在は巣が残さ

れた状態で、石井さんは「取り出したいけど

このままにしておくか」と話していました。

屋根裏にあったものは…

屋根裏で発見したスズメバチの巣と石井さん

大会では見事な滑走を披露

▼ ▼

▼

▼

▼



ピン、ポン、スマッシュ!!
村体育協会主催の、第40回ピンポンフェスティバルが２

月３日、社会体育館で行われ、71チーム総勢５４０名が参

加し、熱戦が繰り広げられました。

Ａ～Ｄクラスの４つのクラスに別れて行われた大会では、

好プレー・珍プレーが続出。会場は熱気に包まれていまし

た。

また、Ｃクラスに出場した�橋清市さん（常木）は、参

加者の中で最高年齢となる90歳。元気なプレーを披露され

ていました。

1 3

先手必勝!! 高速サーブ

入るか？出るか？ギリギリの勝負 最年長ペアは高橋清市さん(右)と倉澤義輝さん(左)

優勝目指し卓上の球追う
子ども会育成会連合会（星野克則会長）主催の第32回子

ども会卓球大会が２月17日、社会体育館で行われました。

大会には、各地区の子ども会から37チームおよそ250

人の小中学生が参加。小学校低学年・高学年、中学生によ

る団体戦で優勝が競われ、参加者は練習の成果を発揮し、

真剣に卓上の玉を打ち合いました。

～大会結果～

優勝：三組Ａ、準優勝：入原Ａ、第三位：橡久保Ｂ、中

野Ａ 真剣勝負!! 一球一球大切に

～大会結果～

クラス 優　勝 準優勝 第三位

Ａクラス

Ｂクラス

Ｃクラス

Ｄクラス

プリティーズＡ

尻味噌会Ｂ

滝寺スターズＡ

昭和村議会Ｂ

岩 丼

三 ツ 谷

鎌 沢 Ａ

悠 友 会

スピリタス96Ａ

つーたんず

チーム中島
チームほたる
教育委員会Ｂ
農業委員会D
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かまくらの前でパシャリ

利根沼田学校栄養士会（黛理沙会長）主催の豆料理講

習会が２月23日、村保健センターで行われました。

参加した子どもや保護者らは、村食生活改善推進員の

手ほどきを受けながら、豆カレーや豆入りロールキャベ

ツなど、さまざまな豆料理に挑戦。

村給食センターの栄養士、松本ふさ江さんは「最近の

子どもたちは、偏食傾向にあります。家庭での食生活に

偏食があるのでは」と指摘、その上で「豆は栄養豊富な

食べ物。最近ではめっきり食卓に

上る事が少なくなった豆をもっと

家庭料理に取り入れてほしい」と

今回の講習会の目的を語っていま

した。

父子で挑戦 料理を指導する村学校栄養士の松本さん

親子で挑戦!! 豆料理

生越地区では、転倒や寝たきり防止のた

めの筋力トレーニング上級を修了された10

人に修了証が手渡されました。

今回上級を修了された皆さんは、生越地

区の保健推進員、林則子さんの呼びかけで

筋トレに参加。１年にわたり行ってきた筋

トレに、「ちょっとのことではつまづかなく

なった」などの感想が聞かれました。

修了式の後には、お焼きやりんご、こん

にゃくゼリーなどが振る舞われ、参加者ら

は憩いのひとときを楽しみました。

筋トレ上級を修了された生越地区の皆さん

転ばぬ先の筋トレ

完成した料理

かまくら出現!!

第二保育園では２月28日、前

日に積もった雪を利用し、かまく

らを作りました。保護者会副会長

の木村恵一さん（赤城原第一）が

発案、自宅の小型ローダを使って

製作したもので、園児たちは大喜

び。早速かまくらで遊んでいまし

た。

お餅おいしいねえ

そーれ　ペッタン!!

きな粉もごまもどっちもおいしぃ～
子育保育園では２月29日、ひな

まつりにちなみ餅つきを行い、園

児たちにきな粉餅やごま餅などが

振る舞われました。

ホールに集まった園児たちは

「きな粉餅もごま餅もどっちもお

いしい!!」と振る舞われたお餅に

大喜び。

お餅を食べた後は餅つきに挑

戦。保護者会長の兵藤喜孝さん

（三ツ谷）、副会長の金井真一さん

（橡久保北部）らの手を借りなが

ら、園児たちは元気いっぱいに餅

つきを楽しみました。
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どれにしようか
迷っちゃう!!

インディアカではつらつプレー

ナイスレシーブ

若妻会連絡協議会（加藤由香会長）では２月19日、村社会体育館

でインディアカ大会を行いました。

大会には同会から15チームおよそ80人が参加。４つのコートに

分かれ、熱戦を繰り広げました。

参加された皆さんは、試合中の好プレーや珍プレーに歓声をあげ

ながら、インディアカを楽しんでいました。

第一保育園では２月13日、お店

屋さんごっこを行いました。

これは、おはじきをお金に見立て

て、商品を売ったり、買ったりする

ことを体験するもので、毎年行われ

ています。

園のホールには、この日のために

園児たちが手作りした商品がお店に

並び、売り子と買い物客に分かれた

園児たちが、ショッピングを楽しみ

ました。

これくださーい!!

食事のバランス考えて
食生活改善推進員協議会（山崎美喜

子会長）では２月２日、屋内運動場で

よい食生活をすすめるための講座事業

の一環として「スポーツ少年と食育」

を実施。ＦＣ昭和の子どもたちにバラ

ンスのよい食事について呼びかけまし

た。

ＦＣ昭和の練習前に屋内運動場に訪

れた食改推のメンバーは、食に関する

アンケートを実施、その後おにぎりを

配り、バランスのよい食事をとるよう、

子どもたちに呼びかけました。

アンケートの後にはおにぎりが配られた

山崎会長の話を聞く子どもたち

上手な受診方法を伝授
子育・第一保育園の子育て支援セン

ターでは２月18日、子育保育園ホール

で講演会を開催しました。

沼田保健福祉事務所の共催で行われ

た講演会では、講師として国立病院機

構沼田病院から小児科医長の高橋比路

美先生が「子どもの救急ってどんなと

き」と題して、小さな子どもを持つ親

に「おかしいと思ったときは午前中に

受診をする。症状はなるべく詳しく伝

える」など、上手なお医者さんのかか

り方について講演しました。

上手な受診方法について語る高橋先生

講習に聞きいる参加者
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昭
和
村
長
選
挙
の
日
程
が
決
定

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
告
示
日

平
成
20
年
５
月
13
日

（
火
）

■
投
票
日

平
成
20
年
５
月
18
日

（
日
）こ

れ
ま
で
妊
婦
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
実
施
し
て
き
た
「
こ
ん
に
ち

は
、
あ
か
ち
ゃ
ん
」
が
、
４
月
か

ら
「
プ
レ
マ
マ
広
場
」
と
、
名
称

が
新
し
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
幼
児
と
母
親
対
象
の

「
ハ
ハ
の
教
室
」
が
、
４
月
か
ら

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
で
楽
し
く

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
詳

し
い
実
施
日
は
平
成
20
年
度
の
健

康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。「

街
の
中
の
花
づ
く
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
は
、
３
月
29
日
（
土
）

か
ら
６
月
８
日
（
日
）
に
か
け
て

前
橋
・
高
崎
会
場
を
主
会
場
と
し

て
行
わ
れ
る
第
25
回
全
国
都
市
緑

化
ぐ
ん
ま
フ
ェ
ア
を
県
民
参
加
型

に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
と
す
る
た
め
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

村
で
は
、
県
道
下
久
屋
渋
川
線

の
、
役
場
か
ら
森
下
方
面
へ
お
よ

そ
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
区

間
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
沿
線
の

皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
木
製

プ
ラ
ン
タ
ー
に
ビ
オ
ラ
を
植
え
て

飾
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

村
で
は
、
ふ
れ
あ
い
農
園
の
利

用
者
を
募
集
し
ま
す
。
自
然
と
ふ

れ
あ
い
、
農
作
物
を
収
穫
す
る
喜

び
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
募
集
区
画

50
区
画

■
利
用
期
間

平
成
20
年
４
月
〜

（
５
年
以
内
）

■
利
用
資
格

園
芸
に
熱
意
が
あ

り
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
人

■
費
用

１
区
画
（
約
50
㎡
）：

年
間
３
千
円

■
申
込
方
法

利
用
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
（
※
申
込
書
は
企
画
課
で

配
布
し
て
い
ま
す
。）

■
注
意
事
項

①
利
用
は
原
則
と

し
て
１
区
画
（
２
区
画
以
上
を
希

望
さ
れ
る
人
は
要
相
談
）、
②
耕

作
権
・
借
地
権
等
、
権
利
は
な
い

も
の
と
し
ま
す
、
③
農
園
内
に
工

作
物
は
設
置
で
き
ま
せ
ん

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企

画
課
地
域
振
興
係

土
地
・
家
屋
に
対
し
て
課
さ
れ

る
「
固
定
資
産
税
」
の
納
税
義
務

者
に
限
り
、
自
己
所
有
の
土
地
・

家
屋
と
ほ
か
の
資
産
の
評
価
額
を

縦
覧
帳
簿
に
よ
り
比
較
で
き
ま
す
。

■
期
間

４
月
１
日
（
火
）
〜
５

選
挙
管
理
委
員
会
　
内
線
14

昭
和
村
長
選
挙
の

日
程
が
決
定
し
ま
し
た

保
健
福
祉
課
　
内
線
31

「
こ
ん
に
ち
は
、
あ
か
ち
ゃ
ん
」

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

企
画
課
　
内
線
31

「
街
の
中
の
花
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」が
行
わ
れ
ま
す

ふ
れ
あ
い
農
園
の

利
用
者
を
募
集
し
ま
す

企
画
課
　
内
線
31

平
成
20
年
度
固
定
資
産
税

の
縦
覧
が
で
き
ま
す

税
務
課
　
内
線
19

子宮がん・乳がん・甲状腺がん検診を実施します
子宮がん、乳がん・甲状腺がんの集団検

診を次のとおり実施します。

がんは早期発見・早期治療が大切です。

健康で安心な生活を送るためにも、ぜひ受

診してください。

■受付時間 午後１時～午後２時

■対象者 ①子宮がん：平成元年４年１日

以前に生まれた偶数年齢の人、②乳がん・

甲状腺がん：昭和44年４月１日以前に生

まれた偶数年齢の人

※対象者以外の人も受診できます。受診を

希望する人は、事前にご連絡ください。

■問い合わせ 保健福祉課　健康係（内線

26）

実 施 日

４／14 (月)

４／15 (火)

４／18 (金)

４／25 (金)

４／28 (月)

５／ １ (木)

５／ ２ (金)

保 健 セ ン タ ー

地域活性化センター

大河原住民センター

赤 城 原 区 民 館

貝野瀬構造改善センター

地域活性化センター

保 健 セ ン タ ー

吹張、宿、中宿、中内出、常木、
滝寺、南内出、上内出

永井下・上、入原上・下、藤井、
宮貝戸、根岸、伏田

中野下・上、長者久保、大河原、
追分

赤谷、赤城原第一・第二、
松ノ木平第一・第二

田岸、大堀、滝久保、池原、生越

森下上・中・下、三ツ谷、橡久保
北部、橡久保南部

他で受けられなかった人

場　　　所 対 象 地 区
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■もんだい
「昭和村に花火を上げる会」主催の
ウインターフェスティバル２００８が
２月９日、総合運動公園多目的グラウ
ンドで行われました。
それでは問題です。今年で14回目と
なり、村の冬の風物詩となった同イベ
ントのテーマは「子どもたちに○と思
い出を」。さて、○に入る言葉は？

s村に住んでいる人・勤めている人ならどなた
でも応募できます。s賞品＝正解者の中から抽選
で村商工会商品券500円分を差し上げます。s締
め切り＝４月１日(火)。s発表＝「広報しょう
わ」４月号。s答えは必ずハガキに書き、下記要
領で応募してください。

u２月号のクイズの答えは、「第50回」でし
た。応募総数は７通。当選者は次のとおりで
す(敬称略)。おめでとうございます。

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

い
つ
に
な
き
長
き
電
話
に
初
孫
の

生
れ
し
を
語
る
古
稀
近
き
兄

今
井
　
恭
三
郎

湯
の
宿
に
悲
報
の
あ
り
て
雪
の
夜
を

い
び
き
聞
く
の
み
夜
明
け
の
遅
し

板
橋
　
き
み
江

寝
た
ま
ま
入
れ
て
も
ら
へ
る
風
呂
に
行
く

て
き
ぱ
き
処
理
す
る
工
場
の
如

堀
沢
　
進

賜
び
し
花
も
わ
が
家
族
な
り
胡
蝶
蘭
に

「
行
っ
て
来
ま
す
」
と
声
か
け
て
出
づ

諸
田
　
洋
子

見
慣
れ
た
る
小
鳥
な
れ
ど
も
名
も
知
ら
ず

耳
澄
ま
せ
つ
つ
独
活
畑
に
行
く

金
井
　
松
枝

二
人
の
娘
よ
り
歳
暮
と
年
賀
に
貰
ひ
た
る

新
米
六
十
キ
ロ
厨
に
並
ぶ

星
野
　
利
子

師
走
午
後
ガ
ラ
ン
と
し
た
る
駐
車
場
に

注
連
縄
を
綯
う
独
り
黙
し
て

諸
田
　
義
幸

屋
根
の
雪
解
け
ゐ
る
ら
し
く
樋
を
流
れ

チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
湧
水
の
如

高
橋
　
洋
子

雪
や
け
の
冬
菜
の
芯
も
青
み
た
り

小
さ
き
蕾
も
畝
に
萌
え
き
ぬ

中
村
　
敏
子

静
け
さ
や
冬
日
の
め
く
み
の
松
山
は

鳴
く
鳥
さ
へ
声
も
つ
ゝ
ま
し

林
　
と
み
子

野
に
立
て
ば
見
渡
す
限
り
雑
木
林

今
家
々
建
ち
車
飛
び
交
う

小
林
　
富
美
恵

◆
◆
◆

広
報

文
芸
◆
◆
◆

短
　
歌

俳
　
句

山
茶
花
の
花
に
抱
か
れ
て
初
雀

横
坂
　
庄
三

竹
の
葉
に
積
も
り
雪
舞
う
雀
か
な

藤
井
　
三
代
子

初
雀
調
子
狂
ふ
て
地
に
転
ぶ

金
井
　
粂
子

侘
助
の
白
の
際
立
つ
備
前
か
な

真
下
　
章
子

静
寂
烈
く
さ
え
ず
り
の
声
初
雀

杉
木
　
哲
二

カ
ー
テ
ン
を
あ
け
り
や
棚
田
の
初

雀
　
　
　
　
　
　
　
花
茂
　
喜
右

初
日
し
て
浄
土
く
ま
な
く
目
醒
め

け
り
　
　
　
　
　
　
　
林
　
町
子

火
の
心
秘
め
て
紅
梅
芽
吹
き
初
む

狩
野
　
亀
男

お
ら
が
春
老
々
介
護
に
変
わ
り
な

く
　
　
　
　
　
　
　
坂
田
　
保
男

初
書
し
て
滴
る
墨
の
香
が
充
つ
る
　

大
河
原
　
一
郎

★中　嶋　彩　華　 (６歳)

★綿　貫　久　美　 (39歳)

根 岸

鎌 沢

応募規定

月
30
日
（
金
）

※
土
日
・
祝
祭

日
は
除
く

■
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

■
場
所

役
場
税
務
課

■
対
象
者

①
村
の
固
定
資
産
税

（
土
地
・
家
屋
）
の
納
税
者
、
②

納
税
者
の
同
居
親
族
で
、
納
税
者

本
人
か
ら
委
任
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
者
、
③
納
税
者
の
代
理
人
と

し
て
委
任
状
を
提
示
し
た
者

■
用
意
す
る
も
の

①
納
税
通
知

書
ま
た
は
課
税
明
細
な
ど
の
関
係

書
類
、
②
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
（
運
転
免
許
証
等
）、
③
代
理

人
の
場
合
は
納
税
者
の
委
任
状

■
そ
の
他

自
己
資
産
の
評
価
額

等
の
確
認
は
、
閲
覧
と
し
て
こ
れ

ま
で
ど
お
り
行
え
ま
す
。
な
お
、

借
地
借
家
人
は
、
借
り
て
い
る
資

産
の
評
価
額
等
を
確
認
で
き
ま
す
。

社
会
保
険
庁
で
は
、
年
金
受
給

者
お
よ
び
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に

対
し
、
年
金
の
加
入
履
歴
を
お
知

ら
せ
す
る
、「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

を
平
成
19
年
12
月
か
ら
順
次
送
付

し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
お
よ
そ
５
千
万
件
の

未
統
合
記
録
の
名
寄
せ
作
業
の
な

か
で
、
記
録
が
結
び
つ
く
可
能
性

が
あ
る
人
へ
優
先
し
て
３
月
ま
で

に
送
付
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
人

へ
は
４
月
か
ら
順
次
送
付
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
渋
川
社
会
保
険
事

務
所
　
1
０
２
７
９
―
２
２
―
１

６
１
１
ま
で
。

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の
お
問

い
合
わ
せ
に
は
、
便
利
な
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
を
ご
利
用
下
さ
い
。

ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

1
０
５
７
０
―
０
５
８
―
５
５
５

※
IP
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
　
1

０
３
―
６
７
０
０
―
１
１
４
４

■
受
付
時
間

平
日：

午
前
９
時

〜
午
後
８
時
、
第
２
土
曜
日：

午

前
９
時
〜
午
後
５
時

オ
ン
ラ
イ
ン
稼
働
時
間
に
よ
っ

て
は
、
ご
照
会
の
回
答
が
翌
日
以

降
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

の
送
付
を
行
っ
て
い
ま
す

便
利
な
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

あ

う
　
ど

こ



場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

受
信
す
る
に
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ

ナ
と
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の

受
信
機
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

群
馬
テ
レ
ビ
技

術
部
　
1
０
２
７
―
２
１
９
―
０

０
１
０
、
ま
た
は
総
務
省
関
東
総

合
通
信
局
放
送
部
放
送
課
　
1
０

３
―
６
２
３
８
―
１
９
４
４

健
康
で
熱
意
の
あ
る
人
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

１
　
臨
時
厨
房
職
員

▼
勤
務
内
容

調
理
お
よ
び
接
客

▼
採
用
期
間

平
成
20
年
５
月
１

日
〜
10
月
31
日
（
６
か
月
間
）

▼
勤
務
時
間

早
番
　
①
午
前
５

時
30
分
〜
午
後
12
時
45
分
、
②
午

前
６
時
〜
午
後
１
時
15
分
、
遅
番

①
午
後
１
時
〜
午
後
８
時
15
分
、

②
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
８
時
45

分▼
賃
金

時
給
７
５
０
円

▼
募
集
人
数

若
干
名

２
　
ア
ル
バ
イ
ト
職
員

▼
勤
務
内
容

学
園
の
管
理
・
運

営
全
般
に
わ
た
る
業
務

▼
採
用
期
間

平
成
20
年
６
月
１
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平
成
21
年
10
月
１
日
か
ら
「
住

宅
瑕か

疵し

担
保
履
行
法
」
が
施
行
さ

れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
安
心
し
て
新
築
住
宅

を
購
入
で
き
る
よ
う
、
住
宅
に
瑕

疵
（
欠
陥
）
が
あ
っ
た
場
合
、
事

業
者
が
住
宅
の
補
修
や
損
害
賠
償

を
確
実
に
履
行
で
き
る
よ
う
、
保

険
や
供
託
を
義
務
付
け
た
法
律
で

す
。新

築
住
宅
を
購
入
さ
れ
る
際

は
、
そ
の
住
宅
に
き
ち
ん
と
保
険

や
供
託
の
措
置
が
さ
れ
て
い
る
か

忘
れ
ず
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

県
建
築
住
宅
課

1
０
２
７
―
２
２
６
―
３
７
１
７

群
馬
テ
レ
ビ
で
は
、
３
月
下
旬

よ
り
大
峰
山
に
あ
る
沼
田
デ
ジ
タ

ル
中
継
局
か
ら
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

開
始
し
ま
す
（
群
馬
テ
レ
ビ
以
外

の
放
送
局
は
、
平
成
18
年
12
月
か

ら
放
送
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
）。

▼
放
送
区
域
の
め
や
す

※
中
継
局
方
向
が
見
通
せ
な
い
場

合
は
受
信
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

▼
放
送
局
名

既
に
沼
田
中
継
局
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
受
信
し
て
い
る
ご
家
庭
は
、

テ
レ
ビ
受
信
機
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

再
設
定
・
再
ス
キ
ャ
ン
が
必
要
な

くらしの
情　報
広く村民の皆さんに呼びか
けたいことがありまし
たら、このページを
ご利用ください。

▼
お
知
ら
せ

住
宅
を
購
入
さ
れ
る
際
は

忘
れ
ず
確
認
を

◆
県
建
築
住
宅
課

▼
募
　
集

臨
時
厨
房
職
員
・
ア
ル
バ

イ
ト
職
員
を
募
集

◆
赤
城
林
間
学
園

沼
田
デ
ジ
タ
ル
中
継
局

放
送
開
始
の
お
知
ら
せ

◆
群
馬
テ
レ
ビ

おまわりさんからのお知らせ

交 通 死 亡 事 故 多 発 !!

沼田警察署管内では、２月29日現在で、死亡事故

が３件（前年度比＋２件）発生しています。いずれ

も高齢者の関係する交通事故です。

交通事故を防止するため、

①夜間に外出する際は、明るい色の服を着用し、反

射材などを活用する

②道路を横断するときは、横断歩道を渡る

③自転車の傘差し運転をしない（降雪・降雨時はカ

ッパの着用を）

などの交通ルールをしっかりと守ってください。

また、村内では望郷ラインでの交通事故が多発し

ています。望郷ラインを走行する際には、優先道路

であっても徐行し、安全運転を心がけてください。

局　　名

ＮＨＫ(総合)
ＮＨＫ(教育)
群馬テレビ
日本テレビ
テレビ朝日
Ｔ Ｂ Ｓ
テレビ東京
フジテレビ

1
2
3
4
5
6
7
8

チャンネル

..

中継局

→



そうだんがいど

家庭内や隣近所のもめごとなど
でお悩みの人は、ご相談ください。
村人権擁護委員が相談に応じま
す。◆日時：４月７日（月）、午
後１時30分～４時、◆会場：役
場会議室

高血圧や糖尿病などでお悩みの
人は、ご相談ください。役場保健
師が相談を受けます。◆日時：３
月31日（月）、午後１時～４時、
◆場所：村保健センター1２４－
５１４２

「眠れない」、「イライラして落
ち着かない」など、心に悩みを持
つ人はご相談ください。専門家が
相談に応じます。◆日時：４月４
日（金）、午後１時30分～（事前
に電話予約を）、◆会場：沼田保
健福祉事務所1２３－２１８５

パートナーからの暴力やさまざ
まな悩みを持っている女性の相談
や支援を行います。◆日時：平日
午前９時～午後８時、土日祝日午
後１時～５時◆相談専用電話1０
２７－２３１－４４８８

国民健康保険税10期、水道料

４期、下水道使用料６期は、３月

31日（月）が納期です。完納に

ご協力ください。

今・月・の・納・期

特設人権相談所

健康相談

こころの相談

女性相談センター
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わが村の人口

人　口　7,836人　(－６)
男　　3,874人　(＋１)
女　　3,962人　(－７)

世帯数　2,273世帯(＋１)
※（ ）内は前月比

３月１日現在（住民基本台帳人口）

村の面積 64.17 平方キロメートル

日
〜
10
月
31
日
（
月
16
日
）

▼
勤
務
時
間

午
前
８
時
45
分
〜

午
後
５
時
15
分(

実
労
働
時
間
７

時
間
30
分)

▼
賃
金

日
給
　
５
　
６
２
５
円

▼
募
集
人
数

１
名

３
　
共
通

▼
申
込
期
限

３
月
31
日
（
月
）

※
当
日
消
印
有
効

応
募
す
る
場
合
は
市
販
の
履
歴

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真

を
添
付
し
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

横

浜
市
少
年
自
然
の
家
赤
城
林
間
学

園
　
〒
３
７
９
―
１
２
０
３
群
馬

県
利
根
郡
昭
和
村
糸
井
７
１
３
５

1
０
２
７
８
―
２
４
―
７
０
１
１

▼
受
験
資
格

①
昭
和
54
年
４
月

２
日
〜
昭
和
62
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
者
、
②
昭
和
62
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
て
、
大
学
を
卒
業

し
た
者
及
び
平
成
21
年
３
月
ま
で

に
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
、
ま
た

は
大
学
卒
業
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
人
事
院
が
認
め
る
者

▼
試
験
日

一
次
試
験
　
６
月
15

日
（
日
）

▼
場
所

高
崎
市
ほ
か

▼
試
験
内
容

大
学
卒
業
程
度

▼
採
用
予
定
人
数

全
国
で
お
よ

そ
１
　
２
０
０
人
（
予
定
）

▼
申
込
期
間

４
月
１
日
（
火
）

〜
４
月
14
日
（
月
）
※
消
印
有
効

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

沼

田
税
務
署
総
務
課
　
1
０
２
７
８

―
２
２
―
２
１
３
１

県
営
住
宅
は
、
年
４
回
（
４
月
、

７
月
、
10
月
、
１
月
）
の
定
期
募

集
か
ら
公
開
抽
選
で
入
居
予
定
者

を
選
定
し
ま
す
。

▼
入
居
者
資
格

住
宅
に
困
窮
し

親
族
と
入
居
す
る
人
（
入
居
に
は

収
入
制
限
が
あ
り
ま
す
）。
単
身

入
居
（
高
齢
者
、
障
害
者
等
）
資

格
等
は
募
集
要
領
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
募
集
住
宅

住
宅
の
所
在
地
、

募
集
戸
数
、
家
賃
、
間
取
り
等
は

募
集
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な

お
、
募
集
要
領
は
４
月
１
日
か
ら
、

県
住
宅
供
給
公
社
・
県
土
木
事
務

所
・
村
の
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

４
月
１
日
（
火
）

〜
４
月
15
日
（
火
）

▼
申
込
方
法

郵
送
の
み
、
受
け

付
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

県
住
宅
供
給
公

社
　
〒
３
７
１
―
０
０
２
５
前
橋

市
紅
雲
町
１
―
７
―
12
、
1
０
２

７
―
２
１
０
―
６
６
３
４

２
月
届
出
分

う
ぶ
ご
え

大
河
原
　
�
�
寧ね

々ね

日か

ち
ゃ
ん

さ
ん
の
子
１
月
26
日
生

根
　
岸
　
久く

保ぼ

田た

侑ゆ
う

太と

く
ん

さ
ん
の
子
１
月
29
日
生

三
ツ
谷
　
小こ

菅す
げ

僚
り
ょ
う

太た

く
ん

さ
ん
の
子
２
月
21
日
生

□
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

伸
　
明

幸
　
代

清
真
佐
子

和
　
秋

恵
　
子

国
税
専
門
官
を
募
集

◆
沼
田
税
務
署

県
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

◆
県
住
宅
供
給
公
社

鎌
　
沢
　
綿
貫
　
や
ま
さ
ん

72
歳
　
２
月
２
日
没

鎌
　
沢
　
澤
浦
八
重
子
さ
ん

95
歳
　
２
月
10
日
没

宮
貝
戸
　
関
上
　
よ
ね
さ
ん

100
歳
　
２
月
11
日
没

南
内
出
　
石
井
冨
士
子
さ
ん

86
歳
　
２
月
14
日
没

中
野
上
　
星
野
サ
ダ
メ
さ
ん

97
歳
　
２
月
16
日
没

入
原
上
　
堤
　
　
ミ
ツ
さ
ん

93
歳
　
２
月
16
日
没

永
井
下
　
藤
井
　
一
郎
さ
ん

89
歳
　
２
月
27
日
没

藤
　
井
　
小
林
　
　
正
さ
ん

57
歳
　
２
月
27
日
没

赤
　
谷
　
塚
越
　
新
一
さ
ん

84
歳
　
２
月
１
日
没

，

.

，




